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「新規就業者のための採算がとれる漁業経営・経済条件の解明について」 

                                   －経営流通部ー 
はじめに 

本県漁業就業者は平成 30年漁業センサスによると 2,022人で、今後さらなる減少、特に沿岸漁業就業者の著しい

減少が予想され、将来の漁村地域の経済活動の縮小が懸念されることから、漁業就業者の確保及び収益向上の対策

が急務となっています。 

そこで、本県の新規就業者が採算がとれる経営を実現するために求められる経営・経済条件を投資分析により明

らかにすることを目的に、国立研究開発法人水産研究・教育機構水産技術研究所と共同研究を行っていますので、

今回はその一部をご紹介します。 

 

分析方法と設定条件 
 今回の分析では、漁業への新規就業において、投資に見合う利益を上げるための経済条件を明らかにするため

に NPV（Net Present Value）法を用いています。NPV 法は経営分野で最もスタンダードな手法であり、投資によ

って購入した設備や機器類等の耐用年数内に得られるであろう収入が支出より大きければ、投資は有利であると

判断する方法です。 

分析対象とした地域及び漁業種類は都農町漁協の延縄漁業の単一操業及び延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業で

あり、2018 年の漁業者の経営収支データ及び販売データ、漁業関連事業のデータ、漁業者への聞き取り調査によ

って、1 日あたりの水揚金額や労働時間、最低限必要となる投資額等を算出しています。 

表 1 経営概要の設定                      表 2 投資財の設定 

 

 

 

 

 

 

 

表 3  1日のスケジュールと労働時間 
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NPV 法による分析結果              
【延縄漁業の単一操業】 

延縄漁業の単一操業で新規就業した場合において、各操業日数の収支見込みに対して採算のとれる投資額を表 4

に示しています。新規就業者の目安となる操業日数 200日（4月～5月：28日、6月～8月：34日、9月～3月：138

日）の場合、213.1万円までの投資は有利、また、操業日数を 230日に増加した場合、302.5万円までの投資は有利

と評価されています。表 2 の投資財の設定において、延縄漁業の単一操業で新規就業した場合に最低限必要となる

投資額は 483.1 万円であることから、操業日数を 230 日まで増加させても投資額を賄うだけの利益を得ることが

できず、採算がとりにくいことが明らかになっています。 

表 4 延縄漁業の単一操業の分析結果：操業日数と投資額の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業】 

 延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業で新規就業した場合において、各操業日数の収支見込みに対して採算のとれる

投資額を表 5に示しています。新規就業者の目安となる操業日数 226日の場合、584.7 万円までの投資は有利と評価

されています。表 2 の投資財の設定において、延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業で新規就業した場合に最低限必要

となる投資額は 569.8 万円であり、延縄漁業に 1 日あたりの水揚金額の高い磯建網漁業を組み合わせて操業する

ことで、投資額以上の利益を得ることができ、採算がとりやすいことが明らかになっています。 

表 5 延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業の分析結果：操業日数と投資額の関係 
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次に、延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業で新規就業した場合において、シロサバフグの平均価格の水準毎に採算

のとれる操業日数を表 6に示しています。9月～3月に延縄漁業で水揚げされたシロサバフグの平均価格 594.4円/kg

の場合は、操業日数 221日で投資が有利であると評価されており、新規就業する際の目安とした 226日よりも短く、

操業可能な日数となっています。また、価格が平均価格の 594.4円/kg から 624.1 円/kgへと 5％上昇した場合、操

業日数を 221日から 201日へと大幅に削減できることが明らかになっています。 

表 6 延縄漁業と磯建網漁業の複合漁業の分析結果：シロサバフグの価格と総合日数の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
今回ご紹介した分析は、現時点ではまだ一部の地域の漁業種類でしか分析できていません。今後、分析していく

地域の範囲を広げていくことで、新規就業希望者が地域及び漁業種類を選択する際や、就業時に目標とする操業日

数の決定、就業後に目標と実績を比較し各自改善点を見つける際などに活用できると考えています。 

 


